
京
都
大
学

「
総
合
生
存
学
館（
通
称
：
思
修
館
）」は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
5
年
一
貫

制
の
博
士
課
程
大
学
院
。
文
理
の
壁
を
超

え
て
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

学
生
が
、
合
宿
型
研
修
施
設
で
交
流
・
対

話
し
な
が
ら
生
活
し
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
貧
困
、
紛
争
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
地

球
規
模
の
課
題
解
決
を
目
指
す
。

学
生
の
研
究
分
野
や
目
標
は
多
岐
に
わ

た
り
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
採
用
。
複

数
の
教
員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
５
年

間
の
学
修
計
画
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
さ
ら

に
「
複
数
指
導
教
員
制
度
」
に
よ
り
、
専

任
教
員
以
外
の
教
員
か
ら
も
指
導
を
受
け

ら
れ
る
。
　

特
徴
的
な
授
業
の
一
つ
に
「
八
思
」
が

あ
る
。
八
思
と
は
医
薬
・
生
命
、
情
報
・

環
境
、
理
工
、
人
文
・
哲
学
、
経
済
・
経

営
、
法
律
・
政
治
、
語
学
、
芸
術
の
８
分

野
を
指
す
。
学
生
は
自
分
の
専
門
分
野
に

近
い
も
の
以
外
の
７
分
野
か
ら
講
義
を
履

修
す
る
こ
と
で
社
会
を
俯
瞰
的
に
見
直
し
、

国
内
外
の
リ
ー
ダ
ー
と
討
議
で
き
る
知
識

や
提
案
力
を
養
う
。

１
、
２
年
次
に
は
、
森
林
保
全
・
社
会

的
弱
者
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自

然
と
の
共
生
・
貧
困
国
の
課
題
解
決
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
「
サ
ー
ビ
ス
ラ

ー
ニ
ン
グ
」、
国
際
機
関
や
行
政
、
企
業
な

ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
社
会
の
課
題
に
つ
い
て

討
論
す
る
「
熟
議
」
も
行
わ
れ
る
。

３
年
次
以
降
の
「
武
者
修
行
」
で
は
、海

外
の
国
際
機
関
や
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
責
任

感
や
突
破
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
力
を

養
う
。
武
者
修
行
の
後
に
は
、
課
題
解
決

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
・
実
践
す
る
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
リ
サ
ー
チ（
Ｐ
Ｂ
Ｒ
）」

が
あ
り
、
博
士
論
文
に
も
組
み
込
ま
れ
る
。

大
学
院
総
合
生
存
学
館（
思
修
館
）

3階には第三研修施設もある思修館

自身で立ち上げた研究所の仲間たち

学
際
融
合
的
な
研
究
を
特
徴
と
す
る
総
合

生
存
学
館
で
は
、水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
料
、生

態
系
な
ど
の
生
存
基
盤
資
源
分
野
に
加
え
、

新
し
い
領
域
と
し
て
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、有
人

宇
宙
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
研
究
も
行
っ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
研
究
領
域

で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
数
理
的
な
研

究
を
行
い
、Ｐ
Ｂ
Ｒ
の一
形
態
と
し
て
学
生
と
協

働
で
社
会
実
装
を
展
開
中
で
す
。２
０
２
２
年

夏
か
ら
、院
生
が
入
居
す
る
合
宿
型
研
修
施

設
の
電
気
使
用
権
の
売
買
を
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、省
エ
ネ
意
識
の
向
上
と
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
目
指
し
ま
す
。こ
の
技
術

は
京
都
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
と
も
に

開
発
さ
れ
、将
来
は
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
取

引
や
過
疎
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
国
内
外
の
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

現地で焼き畑農業

総合生存学館2018年
博士課程修了
ラオス国立大学講師／ル
アンパバーン県ラオスの文
化と民話研究所研究主幹

横山 泰三さん

企業で働きながら、若者の就労を支援するNPOを経営
していましたが、組織運営のノウハウを含め総合的な力を
身に付けたくて、30歳で思修館に入りました。「総合知」と
「実践」というキーワードにひかれ、哲学の研究ができるこ
とも決め手になりました。茶道や華道などを体験する施設も
整備され、日本固有の精神文化や美意識を発見できる授
業も、大切な学びを与えてくれました。
海外サービスラーニングで訪れたバングラデシュでは、ヤ

ギ小屋で水や電気のない暮らしを体験。海外武者修行で
は国連開発計画（UNDP）カンボジアで、環境政策やガバ
ナンス改革に必要な調査や提案を行いました。「熟議」と
「八思」では仕事に役立つ経営の知識や資金集めの方法
も修得できました。
現在はラオス・ルアンパバーン県と協働して、少数民族

の文化や言語について研究する研究所を立ち上げ、現地
の人々の生活を支える取り組みを行っています。思修館で
の学びをどう活かすかは人それぞれですが、ここまで学術
研究と実践の融合にこだわって挑戦できる大学院は他に
ないと思います。

ここまで実践にこだわる大学院は他にない

総合生存学館教授、
理学博士

池田 裕一先生

データ科学、ネットワーク科学、
計算科学を用いたグローバル
問題の分野横断的研究

文理の壁を越え世界の課題に挑む
金融・経済危機や環境破壊など地球規模の問題は社会科学と自然科学の両方の要因が複

雑に絡み合っていますが、現在、複数の学問を総合化する方法論が存在しないために、人類は
有効な解決策を見出せていません。私が主催するネットワーク社会研究会では、ネットワーク科学
を用いて商品・貨幣・人の流れがもたらすグローバルな相互依存性に関するビッグデータを分析
し、現代社会が抱えるさまざまな問題を多様な視点から紐解き、その原因や解決の糸口を探って
います。文理の壁を越えて、複雑な社会現象を読み解き、地球規模の課題を解決していきたい
という意欲ある方を待っています。

わ
が
大
学
が

目
指
す
２
０
３
０
年

DATA 取得可能な学位 修士、博士（総合学術）

この授業・

この制度

使って！
コロナ禍の2020年9月、京都大学の全研究科の教員と連携し、総合生存学館にソーシャルイノ
ベーションセンターを設立しました。感染症を含むさまざまなグローバル問題の解決には、単にアカデ
ミックな研究成果を発信するだけでは不十分で、文理の枠を超えた分野横断型研究と実践、すなわち
「総合生存学」が必要です。本センターでは、これまで培ってきた総合生存学の概念を発展させ、学際
融合的な実践的研究と人材育成、社会貢献活動を実施しています。また、私が委員を務める国際ワー
クショップ「ブロックチェーン会議」は、世界の第一線で活躍する研究者や実務家が一堂に会する場と
なっています。

総
合
知
の
5
年
一
貫
制
博
士
課
程
大
学
院

学生（卒業生）の声

定 員 ： 20人
学 費 ： 入学料28万2,000円、

授業料53万5,800円
奨学金制度 ： あり（日本学生支援機構の奨学金、大学院

教育支援機構プログラム・フェローシップ事業
による研究支援、入学料・授業料免除など）

所 在 地 ： 〒606-8306　
京都府京都市左京区吉田中阿達町１　
東一条館

T e l ： 075-762-2001
M a i l ： info.shishukan@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
H P ： https://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/
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